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脳神経外科学分野 
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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

松尾孝之・教授 評議委員、代議員、用語委員、 
医療安全管理委員、専門医認定委員 

日本脳神経外科学会 

松尾孝之・教授 理事 日本脳神経外科学会九州支部会 

松尾孝之・教授 理事 日本頭蓋底外科学会 

松尾孝之・教授 理事 日本定位放射線治療学会 

松尾孝之・教授 運営委員 日本神経内視鏡学会 

松尾孝之・教授 理事、評議委員 日本脳腫瘍の外科学会 

松尾孝之・教授 理事 日本間脳下垂体腫瘍学会 

松尾孝之・教授 代議員 日本脳卒中学会 

松尾孝之・教授 Active member International radiosurgery society 

松尾孝之・教授 International Member Congress of Neurological Surgeons 

松尾孝之・教授 International Member of the Association American Association of Neurological Surgeons 

松尾孝之・教授 世話人 長崎下垂体研究会 
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松尾孝之・教授 世話人 長崎 DDS 研究会 

松尾孝之・教授 世話人 長崎障害者支援再生医療研究会 

松尾孝之・教授 運営委員 長崎県脳卒中検討委員会 

松尾孝之・教授 協議会委員 長崎県移植医療推進協議会 

松尾孝之・教授 運営委員 長崎地区脳卒中センター等会議 

松尾孝之・教授 世話人 長崎回復期リハビリテーション連絡協議会 

角田圭司・講師 世話人 Craniosynostosis 研究会 

角田圭司・講師 世話人 九州山口ニューロスパイン研究会 

角田圭司・講師 代議員 日本脊髄外科学会 

角田圭司・講師 Reviewer Board 日本脊髄外科学会機関誌 

角田圭司・講師 世話人 脊髄疾患動画技術研究会 

出雲 剛・講師 副支部長 日本脳卒中協会長崎支部 

出雲 剛・講師 代議員 日本脳卒中の外科学会 

出雲 剛・講師 地方労災医員 長崎労働局 

出雲 剛・講師 Editorial Board Member Austin Journal of Neurosurgery 

出雲 剛・講師 Editorial Board Member International Journal of Surgery and Surgical 
Procedures 

出雲 剛・講師 Reviewer Board Member Medical Research Archives 

出雲 剛・講師 Reviewer Board Member Journal of Neurosurgical Sciences 

出雲 剛・講師 評議員、若手アカデミア委員 日本脳神経外科救急学会 

出雲 剛・講師 委員 日本脳神経外科学会 国際教育小委員会 

出雲 剛・講師 アドバイザー Hybrid Neurosurgery 研究会 

鎌田健作・講師 顧問医 長崎県損害保険料率算出機構 

堀江信貴・講師 作成委員 脳梗塞に対する幹細胞治療 
ガイドラインワーキンググループ 

堀江信貴・講師 長崎障害者支援再生医療研究会実務 長崎県 

堀江信貴・講師 幹事 日本脳循環代謝学会 

堀江信貴・講師 評議員 日本脳卒中学会 

堀江信貴・講師 評議員 日本心血管脳卒中学会 

堀江信貴・講師 世話人幹事 日本脳神経血管内治療学会九州地方会 

堀江信貴・講師 理事、広報渉外委員、 
生涯教育委員、試験委員 

日本脳神経血管内治療学会 

堀江信貴・講師 編集委員 Journal of Neuroendovascular Therapy (JNET) 

堀江信貴・講師 review board member、査読委員 Neurologia-medico-chirurgica 

堀江信貴・講師 Editorial Board Member in Neurology Journal of Biomedicine and Biotechnology 

堀江信貴・講師 編集委員 Journal of Stroke & Cerebrovascular Diseases 

堀江信貴・講師 active member American Stroke Association 

堀江信貴・講師 Review Board Member Journal Neurosurgical Science 

堀江信貴・講師 active member Journal of Cerebral Blood flow and Metabolism 

堀江信貴・講師 active member European Stroke Organization 

堀江信貴・講師 Editorial Board Member in Neurology Journal of Biomedicine and Biotechnology 



 
 

                                           

 4 

堀江信貴・講師 Review Board Member Journal Neurosurgical Science 

堀江信貴・講師 Editorial Board Member J Neurological Disorders & Stroke 

堀江信貴・講師 Editorial Board Member Journal of Radiology & Radiation therapy 

堀江信貴・講師 Editorial Board Member Edorium Journal of Neurosurgery 

堀江信貴・講師 Editorial Board Member Austin Journal of neurosurgery 

堀江信貴・講師 Editorial Board Member Austin Journal of Cerebrovascular Disease & 
Stroke 

諸藤陽一・助教 移植情報担当者 長崎県 

諸藤陽一・助教 Editorial Board Neurological Disorders and Stroke International 

諸藤陽一・助教 Editorial Board Journal of Neurology Forecast 

諸藤陽一・助教 客員研究員 ファーマコセル株式会社 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

松尾孝之・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
悪性神経膠腫浸潤開始因子の脳血液関門モ

デルを用いた探索 
松尾孝之・教授 
堀江信貴・講師 

日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
脳梗塞に対する幹細胞療法のシナプス増生

のメカニズムの解明（代表: 日宇 健） 

出雲 剛・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
血液脳関門保護をターゲットとした中枢神

経疾患治療薬の開発 

出雲 剛・講師 
諸藤陽一・助教 

日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
高血糖による血液脳関門障害におけるペリ

サイトの役割（代表: 林 健太郎） 

堀江信貴・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
脳梗塞に対する細胞移植・再生医療における

健常対側大脳半球の制御メカニズム解明 

諸藤陽一・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
灌流型 3 次元血液脳関門モデルの開発と応

用 

諸藤陽一・助教 日本学術振興会 代表 国際共同研究加速基金(国際共同研究強化) 
脳虚血時における血液脳関門の破綻及び修

復機序の解明（国際共同研究強化） 

諸藤陽一・助教 日本学術振興会 代表 二国間交流事業（ハンガリーとの共同研究） 
in vitro 血液脳関門モデルを用いたがん脳転

移メカニズムの解明 

氏福健太・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
初代培養細胞と in vitro 血液脳関門モデルを

用いたがん脳転移メカニズムの解明 

諸藤陽一・助教 ファーマコセル株式会社 In vitro がん脳転移評価モデルの臨床応用 

 
 
 
 

https://nrid.nii.ac.jp/external/1000040437869/?lid=KAKENHI-PROJECT-17K10839&mode=kaken-d
https://nrid.nii.ac.jp/external/1000040437869/?lid=KAKENHI-PROJECT-17K10839&mode=kaken-d
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その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

鎌田健作・講師 非常勤講師（脳神経外科学） 長崎市医師会看護専門学校 

吉田光一・助教 非常勤講師（脳神経外科学） 長崎市医師会看護専門学校 

氏福健太・助教 非常勤講師（脳神経外科学） 長崎市医師会看護専門学校 

 
学術賞受賞 

氏名・職 賞 の 名 称  授与機関名  授賞理由、研究内容等 

馬場史郎・助教 JUHN AND MARY WADA 奨励賞

《基礎部門》 
第 52 回日本てんかん

学会学術集会 
Involvement of the neuronal 
phosphotyrosine signal adaptor 
N-Shc in kainic acid-induced 
epileptiform activity. Epilepsia 
Scientific Reports, 2016 Jun 
8;6:27511.（2018.10.26） 

 


